
2023年 2月19日実施

【物理 （解答）】 

Ⅰ 

問１　　　問２　億年前　　問３　
  


  

 
Ⅱ 

問１

　


        

　


   
  

    


　入射角を，屈折角をとすれば， 


  
， 

 

    


　となるため，あは屈折の法則　   に一致する。
 

問２

　 ，  

　

　


   


　


 


　のとき，う



となるので，角膜を盛り上げることで結像

　位置を手前側に移動させるため。
  

問３　　③　　⑦

問４　図において，凸レンズは角膜に対応しスクリーンは網膜に対応するので，図

　　　は鏡に映さずに直接他人を見るときの状況に相当し，図は鏡に映して自分を見

　　　るときの状況に相当する。したがって，像の上下はどちらも同じであるが，像の左

　　　右は逆の関係にある。
 

Ⅲ 

問１　　  　　  

問２　　  　　








　　　　線，  

　　　　電子の移動によって端子間に電位差が生じ，電場が仕事をするため移動中

　　　　　の電子が一定の運動エネルギーにならないことが問題点である。したがって，

　　　　　端子間が等電位となるように端子と端子を結線すればよい。図は省略
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【物理 （講評）】 

 

Ⅰ 「小問集合」 
問３は，与えられた文字を用いてどのように答えを表現するかに悩む。地表の空気について，大

気圧と重力のつりあいを考えればよい。 
 
Ⅱ 「フェルマーの原理」「眼球のモデル」 
問 1は，本学受験者であれば完答したい。問 2，問 3は，記述以外は完答したい。 
 
Ⅲ 「導体球の電気容量」「荷電粒子の運動」 
問 1は完答したい。問 2は，電荷の符号に気を付けつつ(f)以外を完答したい。 
 
【総評】 
昨年よりやや易化。記述問題を除けば時間内に処理しきれる分量である。正規合格ラインは

「80％」程度，一次合格ラインは 70％程度か。 
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